
 

 

 

 

今回は「2024年 12月賞与要求」についてお伝えします。 

2024 年 12 月賞与は、VOICE でもご説明した通り、2024 年度の「営業利予算」および「年度のアクションプランの進

捗」を業績評価指標し支給表通リの要求を行うこととしました。 

また、今後の賞与要求につきましては安定的な処遇向上にむけて労使で議論してまいります。 

10/26～11/６には全メンバーを対象としたメンバーズ VOICE を開催、forms アンケートの回答率が約 72％と多くの

皆さんにご参加いただきました。改めて御礼申しあげます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

上記の支部大会の審議を受けて 11月4日（月）に労使協議会を開催し、組合より「2024年度12月賞与要求」

を行い、その場で会社より回答をいただきました。 

IMGU エムアイカード支部 ニュースフラッシュ 

VOICE の意見を踏まえ、11月１日（金）に支部大会を開催、 

メンバーの代表である支部大会代議員（支部評議員）による 

審議が行われました。 

 

 【支部大会】 満場一致で可決 



 

 

 

 

 

【会社回答】 

組合要求どおり 

満額回答 

202４年度賞与要求 妥結にあたり（メンバーへのメッセージ） 

三越伊勢丹グループ労働組合 エムアイカード支部執行委員長 益田直哉 

満額回答ありがとうございます。 

今回の VOICEの意見では、高い目標に向かっている中で、コミュニケーションの不足を感じていると

いう声が上がっています。 

組合としても積極的に声を拾って、フィードバックしていくサイクルを作っていきます。 

労使協業で「コミュニケーション」と「対話」を何よりも大事にしたいと思っていますので、 

引き続きよろしくお願いいたします。 

 

株式会社エムアイカード 代表取締役社長 梅田貴生 

みなさん、日々の業務お疲れ様です。 

昨年度から継続して、各部門が利益確保に向けた高効率な業務運営を練り上げていただき、 

24年度上期の営業利益計画は達成する事ができました。 

一方で、次期中期計画の利益源泉となる正常口座数は計画・前年ともに厳しい状況となっています。 

今後は、ベーシックカードのリリース、上位カード戦略の具現化も進める中、 

百貨店との連携はもとより、当社従業員がより自らの成長・意思を以て 

顧客基盤の拡大を推進していく期待も込め、12月は要求通りといたします。 

委員長からもあった通り、当社がこれから先も高みを目指していくためには、従業員同士の「コミュニケ

ーション」と「対話」が非常に重要だと考えています。 

組合の皆さんが行っている VOICEも「対話」として大きな意味を成しており、表面的な会話ではなく 

一人ひとりとの丁寧なコミュニケーションを図り、個人のアイデンティティを伸ばすことが重要になって

きます。 

引き続き労使協業でタッグを組んで一緒に高い目標達成に向けて、頑張っていきましょう。 

よろしくお願い致します。 


